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ウィーンペーター教会で歌を捧げました
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五
月
一
日
午
後
六
時
、
清
泉
女
学
院
高

校
音
楽
部
、
松
覇
四
十
八
名
が
ウ
ィ
ー
ン

空
港
に
到
着
し
ま
し
た
今
同
の
途
征
の

目
的
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
第
十
.
回
バ
ー

ト
イ
シ
ユ
ル
同
際
合
唱
コ
ン
ヘ
テ
ィ
シ
ョ

ン
&
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
参
加
で
す

現
古
讐
二
年
生
(
六
十
し
期
の
メ
ン
バ
ー

は
、
入
部
当
初
か
ら
の
海
牲
様
の
少
が

叶
っ
て
大
満
足
の
様
子
こ
の
H
を
U

指
し
て
、
小
声
再
代
か
ら
多
く
の
宗
教
曲

や
小
ノ
人
数
で
の
一
奨
に
取
り
組
み
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
の
フ
ロ
ム
ジ
カ
合
唱
団
と
の
交
流

ユ
シ

や
、
 
9
含
鴫
o
m
一
氏
の
鷲
呉
三
需
す

る
な
ど
、
四
年
問
に
わ
た
り
準
備
を
し
て

き
ま
し
た

開
催
地
の
バ
ー
ト
イ
シ
ユ
ル
は
、
ハ
プ

ス
プ
ル
ク
{
永
の
夏
の
避
暑
地
で
あ
り
、

塩

泉
の
保
養
地
と
し
て
名
高
い
風
光
器
な

街
で
す
四
月
三
十
日
S
五
月
円
日
開
催
、

ト
六
か
岡
十
四
団
体
参
加
の
コ
ン
ヘ

テ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
で
、
清
泉
は
十
川
部
門

都
門

(
一
部
門
三
仙
十
五
分
)
に

、

中出
場
し
ま
し
た
。

バ
ー
ト
イ
、
ン
ユ
ル

、
コ
レ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
付
き
で
歌
い
、
浴

衣
姿
の
生
徒
た
ち
は
多
く
の
フ
ラ
ッ
シ
ユ

を
浴
び
て
い
ま
し
た

結
果
は
三
部
門
す
べ
て
で
金
賞
、
宗
教

曲
部
門
で
優
勝
。
念
願
の
グ
ラ
ン
フ
リ
選

へ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
イ

タ
リ
ア
、
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
、
ス
ウ
エ
ー
テ
ン

の
し
団
^
と
共
に
出
場
し
ま
し
た
。
グ
ラ

ン
フ
リ
選
で
は
、
鈴
木
都
胖
作
仙
、
三
群

九
声
の
「
W
Φ
二
胃
§
N
a
g
口
0
昌
0
」

を
披
露
。
会
場
一
杯
に
広
か
っ
て
歌
い
上

げ
た
断
問
、
ブ
ラ
ボ
ー
の
大
喝
采
と
三
階

ま
で
満
員
の
聴
衆
に
ょ
る
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
、
大
感
激
の
時

を
味
わ
い
ま
し
た
0

そ
し
て
表
彰
式
で
は
、
金
賞
団
体
と
部

門
別
一
位
の
発
表
で
す
。
結
果
を
部
長
と

化
<
に
、
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
も
ド
イ
ツ
五
叩

に
条
ヰ
し
て
開
き
:
・
:
・
民
膨
瓢
六
引
門
は

余
竺
位
、
・
示
教
仙
部
門
と
ユ
ー
ス
部
門

^
^
^
!
そ
し
て
^
^
^
Ⅷ
^
員
^
り
に
は
^

徒
緊
登
ち
で
拍
下
を
送
っ
て
く
れ
ま
し

た
0
 
さ
ら
に
、
司
会
老
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
会
場
内
が
大
盛
り
上
が
り
の
中
、

い
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よ
い
よ
グ
ラ
ン
プ
リ
の
発
太
Φ
国
給
Z
一
一

と
い
う
声
に
、
生
徒
た
ち
は
人
喝
采
を
受

け
て
登
壇
し
ま
し
た
ア
ン
コ
ー
ル
で
は

「
n
N
三
讐
Φ
口
0
ヨ
ヨ
0
」
を
演
奏
、
生
徒
は

涙
を
浮
力
べ
な
が
ら
も
、
堂
々
と
歌
い
切

り
ま
し
た

審
査
員
の
方
々
か
ら
は
、
「
。
ヒ
ッ
チ
の

揃
っ
た
鮮
や
か
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
、
明
瞭

な
郡
き
が
素
晴
ら
し
い
」
と
講
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
れ
は
、
生
徒
と
共
に
同

指
し
て
き
た
清
泉
サ
ウ
ン
ド
へ
の
国
噐
の

評
価
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
ま
た
、

一
叢
衆
の
方
か
ら
は
「
最
近
、
感
動
で

き
る
・
宗
教
曲
の
一
奨
が
少
な
い
中
、
心
の

こ
も
っ
空
桑
の
伝
わ
ゑ
姿
E
深
出

た
」
と
い
う
咸
葱
を
い
た
だ
き
、
合
嘱
を

通
し
て
コ
号
び
と
光
を
と
い
う
清
泉
音

楽
部
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
果
た
せ
た
思
い
が

し
ま
し
た

夢
を
持
ち
絖
け
、
議
白
と
合
唱
繁
仙
を

両
立
す
べ
く
、
日
々
努
力
を
重
ね
た
生
徒

た
ち
の
満
面
の
一
詣
が
舷
し
い
一
器
で
し

た
。
六
十
一
期
か
ら
六
卜
九
期
生
の
三
回

に
わ
た
る
海
外
遠
征
で
の
喜
び
と
充
器
一

を
糧
と
し
て
、
卒
業
生
を
含
め
た
清
泉

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ル
△
乃
仮
も
、
心
を
<
口
わ

せ
て
歌
鞭
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

音
楽
部
顧
湖
仏
駿
紀
十

*
コ
レ
オ
グ
一
フ
ワ
イ
ー
・
・
・
・
・
・
振
付

0
て
含
鴫
0
誓
作
曲
の
「
勺
讐
く
三
玩
昂
三
m

ゆ
m
一
コ
0
豆
m
 
を
、
ス
テ
ー
ジ
士
と
会
号
俊

方
(
火
使
の
"
を
喪
現
す
る
た
め
を
使

用
し
て
一
深
ま
し
た
下
後
の
宗
教
仙

部
門
は
、
聖
ニ
コ
ラ
ウ
ス
教
会
か
会
場

残
瓣
六
秒
の
中
で
も
ノ
ー
モ
ニ
ー
と
火
背

が
ク
リ
ア
に
際
立
つ
よ
う
に
、
ト
M
の

少
人
数
で
臨
み
ま
し
た
翌
日
の
民
藝
日

*
甫
門
で
は
、
信
長
野
叩
作
山
さ
ん
さ

踊
り
」
等
を
太
鼓
、
や
錬
・
床
を
入
れ
て

"
国
際
合
唱
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ヨ
ン
で
グ
ラ
ン

h
月
Π
、
州
窃
の
ユ
ー
ス
司
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